
関西支部　吉　田　和　子

◦日　程…令和 5年 5月28日㈰～ 29日㈪

◦場　所…京都・美山（京都府南丹町）～福知山城

◦参加人数…19名

関西支部 春季写生会

関西支部　秋のスケッチ会

　梅雨時でしたが、関西支部はコロナ禍で中止していました「春季写生会」

を３年ぶりに開催しました。

　担当の目黒氏の念入な計画と手配のもと中型バス（25 人乗り）を利用

して楽しい春季写生会が出来ました。

かやぶき屋根が有名な美山（京都府南丹市）は西の鯖街道沿いにあり、懐

かしい日本の原風景で国の重要伝統的建造物保存地区に選定されていて北

山型の特徴のかやぶき屋根がたくさんあり、絵を描く人・写真を撮る人、

ハイキング・ウオーキングで有名な観光地です。丁度、バイクのロードレー

スの大会があり、多くの観光客もいました。初日は好天でした。親切な地元

の方々のご厚意で、茶店の前にてかやぶき屋根や、新緑の山々を描くこと

ができました。

　夜は豪華な食事で、お喋りに歌、詩吟等で和やかな懇親会ができました。

　２日目はあいにく小雨でしたが、幹

事さんの目黒氏の采配のもと福知山

城の外遊と城内の福知山市佐藤太

清記念美術館で素敵な絵画鑑賞が

できました。

　昼食後は、その会場をお借りし

て、スケッチ作品を並べて森久先生

に一点ずつ丁寧に講評していただ

けて良かったです。参加者は楽しい

写生会ができ「来年も…」という

声が多くありました。

関西支部相談役　井久保　そ の

◦日　程…令和 5年 9月23日（祝）

◦場　所…新薬師寺周辺

◦参加人数…11名

　「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉通り前日までの猛暑がどこかへ行ってしまっ

たかのような秋らしいスケッチ日和になりました。

　9月 23 日（祝）場所は新薬師寺周辺で参加者は 11 人、皆それぞれに

好きな場所を選んで楽しんでスケッチをすることができました。

　新薬師寺本堂には薬師如来、日光、月光菩薩、そして十二神将が安置さ

れていて、とても見応えがあるのですが見学はまたの機会にしてそれぞれが

選んだ場所のスケッチを楽しみました。午後１時３０分頃には皆さんの作品

を並べて講評会が開かれそれぞれの作品を楽しませていただきました。

　稲の葉のそよぎも高い雲も青空もスケッチするものを祝福しているかのよ

うな1日も無事終えることができました。

　第52回「関西－線展」を7月19日㈬～23日

㈰の5日間奈良市美術館で開催しました。

　やっと新型コロナの5類移行で行動制限が

解除され猛暑の中多くの観覧者で、盛況に終

わりました。

　ずっと、奈良県文化会館で開催していました

が、令和8年まで耐震工事のため、奈良巡回展

は中止となり、支部展も奈良市美術館に移動

になりました。

　支部会員33名、－般6名で、大作（30号以

上）39点、小品（20号以下）37で76を展示するのに初めての会場で一苦

労がありましたが、いい作品展だったと思います。数名の支部会員が増えま

した。

　最終日の午後1時から、講評会を行いました。今回もマイクを使用し、一人

1点5分以内の時間制限で講評を、岡田俊一先生（日洋会理事、日展会友、

奈良県美術人協会会員、奈良県・奈良市展審査員）にお願いしました。的

確なアドバイス、丁寧なご指導や、励ましのお言葉を頂き感謝の気持ちで

いっぱいです。会員や初出品者から大好評でした。

　新型コロナで中止していた懇親会を4年ぶりに行いました。初参加者と

親睦を深めることができて良かったです。

　講評会のアドバイスと指導を深く受け止め、本展に向けて制作に頑張り

たいと思います。

関西支部長　市　川　紘　子

第52回 関西一線展を終えて

◦会　期…会期…令和 5年 7月19日㈬～ 23日㈰

◦会　場…奈良市美術館

◦後　援…奈良県、奈良市

 ホルベイン画材株式会社

 毎日新聞社奈良支局

◦来場者数…517 名

第52回　関西一線展　奈良市美術館　（2023.7.19～23）


